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次 第

１．あいさつ

２．地質調査結果の報告と施工期間について

３．事業の基本方針について

４．新しい土地の位置の基本的な考え方について

５．お知らせ

６．質疑応答・意見交換

※．次第２については国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所、
次第３から５については江戸川区からの説明となります。



２．地質調査結果の報告

と施工期間について



北小岩一丁目東部地区
検討結果について

江戸川河川事務所

平成２２年１月２２日（金）
平成２２年１月２４日（日）



検討の流れ

測量 盛土設計

地盤改良設計

工程計画
（工期算定）

地質調査 解析
液状化の判定
沈下計算
盛土安定計算

対策工の検討

砂質土層・・・液状化する層か？
地震時の盛土の安定性は？
洪水時の盛土の安定性は？ 改良深度は？

改良幅は？

周辺施設設計

道路の構造は？
擁壁の構造は？

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

土量算定

測量

H20年度実施

粘性土層・・・どれだけ沈下するか？

H21年度実施



ボーリング調査地点

調査箇所と結果

A’
A

B’
B

No.3

No.2

No.1

No.6 No.5 No.4

断面方向線

国道１４号（蔵前橋通り）



国道14号側

JR総武線側

沖積砂質土

洪積砂質土

洪積粘性土

沖積砂質土

洪積砂質土

洪積粘性土

沖積土層：約１万年前以降に堆積した土層
洪積土層：約１万年以上前に堆積した土層

沖積粘性土

沖積粘性土

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

河川側 民家側

河川側 民家側



Co
As

As

Co

Co

g

g

Co

Co

As

AsCo Co

g

Co

As Co CoAs

CoCo As

1:4.4

1:3.0

1:2.0

1:3.0

1:28.2

g

堤防
法線

盛土設計

NO.2

NO.2断面 （20m毎に断面図作成）
宅地造成ライン 高規格堤防基準ライン



B11

As

+10R35

0R35

G

8.23

6.87

7.97

8.02

7.13

7.26

8.08

8.02

8.25

8.75

8.92

8.71
8.56

8.52

7.89

3.14

3.00
3.10

2.98

8.86
7.90

2.94

7.65

7.71

7.75

B12

+9.8R175

0R178.6

226

1R86

1R35

6.8
6.44

6.09
5.73

5.385.02
4.674.40

4.404.404.40

4.13
3.87

4.13

3.60
3.33

3.07

3.07
2.80

3.20

3.89

8.85

4.07

3.71

8.21

5.49

5.50

5.40

8.74

7.84
4.90

4.22

8.34

7.98

8.02

8.90

8.93
6.58

3.68 3.28

3.68

3.74

7.87

7.92

7.67

2.36

6.877.63

7.81 7.57
7.67

7.64

6.95

6.976.88

2.15

4.53

4.38

4.34

2.92
10A25

制

仕

制

制

仕

仕

仕

仕

制

a

a

a

（モ）２

（コ）７

（コ）２

（モ）２

A

F

U240物置

車庫

資材置場

車庫車庫

物置

物置

（モ）２

（モ）２

（モ）１

（モ）２

（モ）３

（モ）２

（モ）２

（木）１
物置

（モ）２（モ）１

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（有）鈴木製作所

（コ）４
（コ）４

（木）１物置

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２
（木）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（木）２

（モ）２
（モ）２

（モ）２

（木）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２
（モ）３

（モ）２

（木）２

（モ）２

（モ）２
（モ）２ （木）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）３

（モ）２

（モ）３

（モ）３

（木）１

（モ）２

（モ）２

（モ）２

森田マンション

（モ）２

（コ）３

（プ）２

（モ）２

コ－６

小倉建設工業（株）

物置

（モ）２

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

a

A

A

制

F

至篠崎街道

国　道　1　4　号(蔵　前　
橋　通　り）

A

A

a
a

a
a

a

aaaa

a

a

総
武
線
（
２
５
）

西
江
戸
川
堤
ガ
ー
ド

市　川　大　橋

物置

（モ）２

（モ）２

親和寮
ジャイアン２

（コ）２
グレースハイツ

NISSIN
PALACE

（モ）２

物置

江戸川運動公園

総 武 本 線

ゲー
ト

a

H=2.070

a

A

（モ）２

（モ）２

（モ）２（モ）２

（モ）２
（モ）２

（モ）２（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（モ）２

制

（コ）４

（木）２

a

a

a

車
両
感
知
器

車
両
感
知
器

a

警察署江戸川支店
警視庁小岩

（コ）５

H=3.860

a

B15
H=1.928

13.25
海から

a

カラー舗装

a

簡易トイレ

a

看板

a

（モ）２

（モ）２

（モ）２

（有）富士金属工業所

（木）１

（モ）２

（モ）２
（モ）２

至葛飾区

河川専用標識

物置

（モ）２
制

（株）平野製作所

（モ）３

（モ）２

北
小
岩
1
丁
目
歩
道
橋

F

g
工　事　中

ゲート
江戸川区占用地境界杭

a

H=1.954

H=2.819
制

仕

制

車両感知器

国
　
道
　
14
　
号
（
千
　
葉
　
街
　
道
）

a

a

H=2.146

仕

H=1.964

Ｈ＝3.353

H=8.856

H=2.123

H=8.794H=6.812
H=5.329H=3.352

H=2.889

H=2.665

H=2.479

H=1.916

H=2.017

H=1.837

H=1.653

H=1.767

H=1.842

a

g

車止め

車止め

車止め車止め

ゲート

車止め

g

g

制

車庫

物置

二輪車訓練場

H=2.395

H=3.905

（モ）２

（モ）２

a

a

H=3.489

H=3.506

H=3.506

H=3.358
H=3.126

H=2.297

H=2.299

1.761
1.7551.7232.123

2.222

2.468
2.102

1.914

2.017
2.859
2.293

5.742

5.723

8.168

8.223

2.115
2.120

2.059

3.445

1.806
1.836

1.842

1.785

1.814

1.834

6.177
6.408

7.139

7.265

1
5
.
5
72

5
.
13
3

8.223

6.062

5.921

6.195

6.195
3.265

5.430

3.272

2.947

2.159

2.314

2.068
2.766

2.205

2.203

2.236

2.226
2.705

2.765

2.503

3.195

2.396

2.519

2.550

2.659

2.698

8.554

8.230

2.936 2.081
2.066

1.854

1.8802.0712.307
2.914

3.275

3.274

8.585

2.727
2.622

3.260

2.396

2.560

2.402

3.691

3.477

3.689

2.699

3.361

2.590

3.393

2.9242.827

2.992

2.694

2.685

2.711

2.667

2.917

2.918
2.854

2.794
2.685

5.742

3.469
3.294

1.907

2.964

2.744

3.212

5.735

(駐)

(駐)

(駐)

(駐)

(駐)

(駐)

北小岩3丁目

北小岩1丁目

東小岩3丁目

東小岩6丁目

B1
B2B4

B5

B6

B7

B8

B10

B12

B13

B14

B17

B18

B19

B20

B21

B22

1A031

10A25

1A030

1A028

B16

B11

B3

１．地盤解析の概要

高規格堤防とした場合の地盤の安定検討を行うために地質調査を実施し，
下記の解析を行いました。

解析断面位置

国道１４号（蔵前橋通り）

解析項目：①液状化の判定，②沈下解析，③すべり解析

地盤解析



２．地盤の状況と解析条件

３階建て住宅を想定（直接基礎の限度）

江戸川
国
道
14
号

▼地下水位

洪積砂質土(密な)

沖積砂質土（中位）

洪積粘性土(硬い)

洪積砂質土(密な)

沖積粘性土(軟らかい)

表土(軟らかい)

9.9m

2.9m

2.8m
1.0m

約4.8m
計画盛土



江戸川
国
道
14
号

計画盛土
約4.8m

約1.8m

【サーチャージ盛土】

先行して３階建て住宅相当の荷重をかけ
て、建築時の沈下を促進させる

実際の盛土の工事では・・・
（サーチャージ盛土）



３．液状化の判定
【 液状化の可能性のある土層】

現地盤面から20ｍ以内の深さにある沖積砂質土層が液状化を生じる可能
性があります 液状化の可能性のある土層は沖積砂質土層（Ａｓ層）です

（堤外地側） （堤内地側）（河川堤防）

▼地下水位

洪積砂質土

沖積砂質土

洪積粘性土

洪積砂質土

沖積粘性土
表土

計画盛土

江戸川

国
道
14
号

液状化対象土層 2.8m

液状化の判定は，対象土層の強度試験値，地表
面からの深さ（上にかかる重さ）や地下水位等に
より液状化抵抗率（ＦＬ値）を求めて行います。

液状化抵抗率
＝地盤の強さ／かかる力

式を示すと・・・
ＦＬ＝R／L

液状化抵抗率（FL値）が１．０以上であると
液状化しないと判定します。



液状化の判定結果

【判定結果】
液状化抵抗率ＦＬ＝２．２２ ⇒ 液状化しないと判定

この地域の地盤特性としては，液状化対象層である沖積砂質土層
（As層）が比較的締まった状態であるため，液状化に対するせん断
強度が強い傾向にあることが挙げられます。

（参考）液状化のメカニズム

地下水で飽和している緩い砂地盤

砂の粒子が密に詰まろうとするが、地震のような
短時間でかかる力によって間隙水が移動できず、砂
粒子同士の摩擦がなくなり液体のように流動する。

砂の粒子同士の摩
擦によって地盤は安
定を保っている。

比較的浅く緩い沖積層が対象となる



４．沈下解析

▼地下水位

洪積砂質土

沖積砂質土

洪積粘性土

洪積砂質土

沖積粘性土

表土
計画盛土

江戸川

国
道
14
号

３階建て住宅荷重分の盛土（サーチャージ盛土）

沈下解析は高規格堤防上に３階建て住宅が建築されたことを想定して，
解析を行います。

沈下対象となる土層は，Bc,Ac,As,Dc層とします。

沈下量＝土の空隙の減少率×土層厚

式を示すと・・・
（ｅ0‐ｅ1）

Sc ＝ 1+ｅ0         ×H

沈下量（ Sc）は地質調査による試
験値（圧密試験）等を用いて行いま
す。

沈下対象層



最大沈下量=20cm

沈下が概ね落ち着く

沈下解析の結果

【解析結果】

３階建て住宅を想定した場合の最大沈下量は２０ｃｍ程度という結果
となりましたが、盛土完了時にはほぼ収束すると想定されます。

また、観測により収束を確認の後上面の整備を行います。

この地域の地盤特性としては，主な沈下対象層である沖積粘性土（Ac
層）の層厚が1.0ｍ程度と薄く，沈下量が小さい地盤であることが挙げ
られます。

沈
下
量

経過日数(日)

5cm

10cm

15cm

20cm

100 200 300

計画盛土・サーチャージ盛土施工期間 盛土沈下観測



江戸川
国
道
14
号

計画盛土
約4.8m

約1.8m

サーチャージ盛土は沈下が落ち
着いた後に計画盛土以上の部
分を撤去

実際の盛土の工事では・・・
（サーチャージ盛土の撤去）



５．すべり解析

安全率＝すべりに抵抗する力／すべろうとする力

式を示すと・・・
∑｛ｃ・ℓ＋ ｛(W－Ｕ0・ｂ)・cos α－kh・W・sinα ｝・tan φ｝

Ｆｓ＝ ∑（Ｗ・sin α+kh・W・Y/R）

▼地下水位

洪積砂質土

沖積砂質土
洪積粘性土

洪積砂質土

沖積粘性土
表土 計画盛土

（３階建て住宅を想定）

江戸川

国
道
14
号

想定すべり破壊面

安全率（Ｆｓ）が１．２以上ですべり破
壊に対して安全と判定します。

すべり解析は地質調査による試験値（土の強度）等を用いて行い、安全
率（Ｆｓ）を求めて判定します。

W・khW

すべろうとする力

すべり面

R

抵抗する力
(φ,C)



【解析結果】

Ｆｓ（最小安全率）＝２．５ ⇒ 安全

この地域の地盤特性としては，すべり破壊に対して比較的強度が低い

とされる沖積土層（Ac，As層）の層厚が薄く，すべり破壊が発生しに

くい地盤であることが挙げられます。

すべり解析の結果



検討の流れ

測量 盛土設計

地盤改良設計

工程計画
（工期算定）

地質調査 解析
液状化の判定
沈下計算
盛土安定計算

対策工の検討

砂質土層・・・液状化する層か？
地震時の盛土の安定性は？
洪水時の盛土の安定性は？ 改良深度は？

改良幅は？

周辺施設設計

道路の構造は？
擁壁の構造は？

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

土量算定

測量

H20年度実施

粘性土層・・・どれだけ沈下するか？

H21年度実施



工事内容と工事に要する期間

盛土工事：約１年（盛土期間は約８ヶ月）

サーチャージ撤去工事：約半年（観測期間含む）



３．事業の基本方針について



Ｈ２１

事業スケジュール（事業認可）事業スケジュール（事業認可）

Ｈ２２ Ｈ２３

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ２月８月 ９～１月11月 12月 ３月

●
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

●
事
業
認
可
・
施
行
規
程
条
例
施
行

東
京
都
と
の
事
業
計
画
書
の
事
前
協
議
（
約
１
ヵ
月
間
）

公
告
・
縦
覧
（
２
週
間
）

意
見
書
受
付
（
縦
覧
終
了
後
翌
日
か
ら
２
週
間
）

●
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
予
定
案
件
提
出

●
事
業
認
可
申
請

想
定
換
地
案

個
別
説
明

意
見
書
整
理
（
都
）
（
約
２
ヵ
月
間
）

●
都
市
計
画
決
定

補
償
費
概
算
額
の
提
示

意
見
書
が
な
け
れ
ば
、
事
業
認
可
申
請

及
び
事
業
認
可
・
施
行
規
程
条
例
施
行



事業スケジュール（全体）事業スケジュール（全体）

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６Ｈ２１

●
都
市
計
画
決
定

●
事
業
計
画
案
の
縦
覧

●
東
京
都
都
市
計
画
審
議
会

●
事
業
認
可

●
土
地
区
画
整
理
審
議
会
発
足

●
仮
換
地
指
定

●
移
転
・
除
却
完
了

●
工
事
開
始

●
工
事
終
了

●
使
用
収
益
開
始
・
再
建

工事期間：２８ヵ月

●
施
行
規
程
の
条
例
議
決

盛土工事

上面工事

Ｈ２７

●
生
活
開
始

再建

移転期間：３２ヵ月

※.事業認可後に、スーパー堤防事業者
と共同事業の基本協定締結を予定

当地区における移転期間

約３年



土地の負担土地の負担

土地の負担はありません
○皆さまのご協力により取得した約２１１０㎡(約６４０坪)の土地を活用

することにより、土地の負担なしでの事業実施が可能となりました。

区内他地区の土地区画整理事業の場合 公共施行：約１５％

組合施行：約３０％

本事業では、事業が区全体の防災性向上に寄与することから、

皆さまの土地の負担なしでの土地区画整理事業を計画しています。

事業前 事業後

＜通常の土地区画整理事業＞

道路などを増やす分の土地を
皆さまの土地から少しずつ負担

道路整備等のために負担する分を
差し引いた土地が事業後の土地



住環境の改善（私道について）住環境の改善（私道について）

◎私道をお持ちの方は、宅地面積が増えます。

◎私道をお持ちでない方は、私道を清算金で処理した時に比

べて清算金の負担が大幅に緩和されます。

※ただし、土地の評価上、私道の面積の５割が宅地面積に加算されます。

新しい
土 地

現在の
宅 地

私道の
半 分

私道は宅地に置き換えて換地します



４．新しい土地の位置の

基本的な考え方について



想定換地案の個別説明想定換地案の個別説明

○皆さまの換地先（事業後の行き先）について、個別に説明します。

期 間：平成２２年２月１日(月)～２月２６日(金)

場 所：北小岩一丁目東部地区まちづくり事務所

※ご希望があれば、ご自宅等でもかまいません。

申込み：事前にお申し込みいただき、日程及び時間の調整をさせ

ていただきます。

※．概ね一人１時間程度です。

※．土日祭日や夜間でもご希望があれば調整の上、対応します。

正式な換地設計は、事業認可後に設立する土地区画整理審議会の諮問を経
るなどの手続きのうえで進めていきます。
よって、今回ご説明する換地先や清算金は、現時点での想定案であること
をご了承ください。



換地換地

換 地 ＝ 新しくなったまちにおける皆さま一人一人の土地

○照応の原則

・換地の定める場合、従前の土地と位置、地積、土質、水利、利用状況、

環境等が照応（同じようになる）するように定めることが原則です。

・ただし、新しくまちを造り直すため、全ての要素が照応することは不可

能です。

・よって、『総合的に考慮して照応すること』、『地域内での不均衡が生

じないようにすること』が重要となります。

・それでも不均衡が全くないという設計は困難なため、不均衡が生じた分

については清算金で処理します。

事業前

従前の
土 地

事業後

換 地



清算金清算金

清算金 ＝ 換地で生じた地区内の不均衡を金銭により清算

○清算金は、権利者間での金銭による調整です。

○事業により受ける利益が大きかった人がお金を出し(徴収)、利益が少な

かった人がお金を受け取ります(交付)。

土
地
の
利
用
価
値
の
増
進

地区の平均的な利用価値の増進

平均よりも利用価値の増進が大

平均よりも利用価値の増進が小

○本事業では皆さまの土地の利用価値がよくなりますが、どうしてもよく

なる程度の差が生じてしまうため、清算金が発生することになります。



土地の評価土地の評価

○換地の場所を検討したり清算金を算出するために、従前地(現在の土地)

と換地（新しい土地）について、土地ごとに評価をします。

土地評価
路線価

接道する道路の評価

土地の個別的要因

道路との接道状況や土地

の形状、方位など



土地の個別的要因の例土地の個別的要因の例

道路との接道状況道路との接道状況

○普通地が標準の評価になります。

○角地や正背地、三方地など、接道面が多くなると評価は高くなります。

○袋地や無道路地など、接道条件が悪くなると評価は低くなります。



計画図（市街化予想図及び周辺の整備計画図）計画図（市街化予想図及び周辺の整備計画図）

宅 地



換地位置の事例①換地位置の事例①

宅 地

千葉街道沿道の方は千葉街道沿道へ



換地位置の事例②換地位置の事例②

宅 地

鉄道側の方は鉄道側へ

川側の方は川側へ



換地位置の事例③換地位置の事例③

宅 地

地区の内側の方は地区の内側へ



５．お知らせ



補償算定調査・補償概算額の提示補償算定調査・補償概算額の提示

○実施当初よりお申し込み頂いた皆さまには、１１月より順次、補

償額の概算額を提示しています。

○６割以上の建物について、補償算定調査のお申し込みを頂いてい

ます。（調査申し込みの受付は継続しています）

生活再建を考えるうえでの参考として頂いています

※まだお申し込み頂いていない方についても、継続して調査申し込

みを受付しております。

○将来設計の参考として頂くために、希望する方に補償算定調査及

び補償概算額の提示を行っています。

今後、再建方法等についての相談会なども行っていきます



騒音の現況調査騒音の現況調査

○ご意見を頂いているＪＲ総武線からの騒音の影響について、

現在の騒音の状況を調査します。

期 間：平成２２年２月中旬頃の１日（７時～１９時）

場 所：地区内の３箇所
①ＪＲ東日本の用地
②事業用地
③事業用地

①

②
③

※．調査日程が決まりしだい、まちづくりニュースでお知らせします。

測定状況の例



整備後のイメージ図（鳥瞰図）整備後のイメージ図（鳥瞰図）



北小岩一丁目東部地区

第１５回 まちづくり懇談会

平成２３年７月１１日

1



次 第

１．あいさつ

２．土地区画整理審議会の手続き等について

３．今後の予定について

４．東日本大震災における清新町の液状化による

被害状況等について

５．北小岩一丁目東部地区の地盤の状況について

６．質疑応答・意見交換
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２．土地区画整理審議会の手続き等について

3



組織の概要

定 数： １０名（地権者８名＋学識経験者２名）
選任方法： 地 権 者 選挙（立候補制）

学識経験者 区長による選任
任 期： ５年

土地区画整理事業を行う際、施行者（江戸川区）の諮問機関と
して、「土地区画整理審議会」を設置いたします。

審議会は土地区画整理法に定められた権限を有します。

区画整理やスーパー堤防の是非を議論する場ではありません。
ご了承ください。

4



審議会の意見を聞かなければならない事項
①縦覧に供すべき換地計画の作成
②換地計画に関する意見書の審査
③換地計画の変更
④仮換地の指定

審議会の同意を得なければならない事項
①評価員の選任
②宅地地積の適正化
③借地地積の適正化
④特別の宅地に関する措置

土地区画整理審議会の権限（抜粋）

審議会は、土地区画整理法に定めるところにより、意見を述べ
もしくは同意をする権限を有します。
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6

宅地の所有者※１ または 借地権者のみ、選挙権および被選
挙権を持っています ※１駐車場や私道等の土地所有者も該当

選挙権および被選挙権について

所
有
者
の

方
々

立候補者（所有者）

立候補者（借地権者）

・
・
・

・
・
・

合計８名を選出※２

投票

借
地
権
者

の
方
々

投票

選出立候補者（所有者）

立候補者（所有者）

審議会の委員

審議会の委員

・
・
・

審議会の委員
選出

・
・
・

※２所有者と借地権者の委員の割合は選挙人の数に応じて決定

審 議 会



○共有地について
共有地に対しても一つの権利となるため、代表者が選任されてい

なければ権利を行使することができません。

○複数の土地をお持ちの方について
複数の土地をお持ちの方であっても、選挙権としては１票となり

ます。 ただし、別途共有地の代表となった場合には、単有名義と
しての選挙権とは別に、共有地の代表者として選挙権を持つことが
できます。

○金銭の授受がない借地については、借地権には該当しないため、選
挙権・被選挙権はありません。

選挙権および被選挙権について

Ａ Ａ １票 Ａ Ａ・Ｂ ２票
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①選挙期日及び選挙人名簿縦覧期日の公告

②選挙人名簿作成基準日

③選挙人名簿縦覧期間及び異議申し出期間

④選挙人名簿の確定並びに選挙する委員数の公告

⑤立候補受付期間

⑥候補者の氏名・住所並びに選挙場等の公告
（投票を行わない場合はその旨の公告）

⑦投票・開票

⑧当選人の住所・氏名の公告、通知

７月１９日（火）

８月 ８日（月）

８月２３日（火）～
９月 ５日（月）

９月２２日（木）

９月２３日（金）～
１０月 ２日（日）

１０月 ６日（木）

１０月１６日（日）

１０月２１日（金）

審議会委員の選挙の手続き
8



①選挙期日及び選挙人名簿縦覧期日の公告 ７月１９日（火）

選挙期日（投票日）の決定、及び選挙人名簿縦覧期日の公告（※）をします。

※公告：国または公共団体が、ある事項を広く一般に知らせること。

②選挙人名簿作成基準日 ８月 ８日（月）

地区内の宅地について基準日現在、登記のある土地所有者及び登
記または申告のある借地権者の方々が選挙人名簿に記載されます。

選挙人名簿に記載された方々だけが、選挙権及び被選挙権を行使す
ることができます。

③選挙人名簿縦覧期間及び異議申し出期間
８月２３日（火）～
９月 ５日（月）

この期間中に選挙人名簿の記載漏れや誤りがある場合に限り、権利者
からの異議申し出を受け付けます。

縦覧時間：午前９時～午後５時 ※土日も行います
縦覧場所：北小岩一丁目東部地区まちづくり事務所

9



④選挙人名簿の確定並びに選挙する委員数の公告 ９月２２日（木）

選挙人名簿の確定と土地所有者、借地権者別に選挙する委員の数を公
告します。

⑤立候補受付期間
９月２３日（金）～
１０月 ２日（日）

受付時間：午前９時～午後５時 ※土日も行います
受付場所：北小岩一丁目東部地区まちづくり事務所

審議会委員に立候補される方、又は他の権利者を立候補として推薦される
方は、「立候補届」又は「候補者推薦届」及び「候補者推薦届承諾書」を提出
してください。

⑥候補者の氏名・住所並びに選挙場等の公告
（投票を行わない場合はその旨の公告）

１０月 ６日（木）

候補者の氏名・住所、選挙場・投票時間・開票日時を公告します。
※立候補数が、定数内の時は投票が行われません。
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⑦投票・開票

投票時間：午前９時～午後５時
開票時間：午後５時３０分から
選 挙 場：北小岩一丁目東部地区まちづくり事務所

⑧当選人の住所・氏名の公告、通知

１０月１６日（日）

１０月２１日（金）

当選の効力は公告があった日から生じます。
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その他（選挙に関して）

・「借地権申告書」「相続届出書」は名簿作成基準日の前日（８月
７日）までに提出をお願いします。
※８月７日（日）は午前９時～午後５時まで事務所を開庁します。

・共有者の方は、以下の期日までに代表者選任通知書を提出し
てください。
審議員に立候補する場合：１０月２日（日）まで
投票する場合：１０月１６日（日）まで

・選挙人を確定させる為に、名簿作成基準日（８月８日）から名簿
縦覧期間の前日（８月２２日）までは、いかなる届出も受理できま
せんのでご了承ください。

・名簿作成基準日（８月８日）以降にあらたな権利の変動があった
場合、もとの権利者・新しい権利者のいずれも投票することはで
きません。
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３．今後の予定について
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14
今後の流れ（移転・除却まで）今後の流れ（移転・除却まで）

H23 H24 H25

1月10月 11月 12月6月 7月 8月 9月9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月4月 5月 6月 7月 8月 2月
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補償調査算定・再算定

5/17～7/19

5/17

8/7まで

10/167/19



今後の流れ（全体）今後の流れ（全体）

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

●
事
業
認
可

●
土
地
区
画
整
理
審
議
会
発
足

●
仮
換
地
指
定

●
移
転
・
除
却
完
了

●
工
事
開
始

●
工
事
終
了

●
使
用
収
益
開
始
・
再
建

工事期間：２８ヵ月

スーパー堤防工事

上面工事

●
生
活
開
始

再建

移転期間：３２ヵ月



補償算定調査と想定換地案の個別説明補償算定調査と想定換地案の個別説明

生活再建を考えるうえでの参考として頂いています

⇒継続して申し込みを受付しております

○希望される方に、建物補償金の算定調査と

想定換地案の個別説明を実施しています
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宅地の買い増しによる居住環境の改善宅地の買い増しによる居住環境の改善

○敷地面積が７０㎡未満の宅地をお持ちの方を対象として

区有地購入の意向を伺わせていただきました

⇒正式な申し込みの受付を開始するにあたり、対象者の方

に対して宅地買い増し説明を９月頃に実施いたします。

居住環境の改善のための取り組みとしています

17

※申込については、対象の方に別途ご案内いたします



移転説明について移転説明について
18

移転・除却に向けて、補償金の調査・算定と契約について、

詳しく説明いたします。

まちづくり懇談会
-移転説明-

(８月上旬に開催予定)

補償金の調査・算定

仮換地指定の通知

移転・除却

補償金の契約



４．東日本大震災における清新町の
液状化による被害状況等について

４－１．被害状況について
４－２．地質調査結果について
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葛西沖開発区域

清新町１丁目、２丁目

液状化発生地域

４－１．被害状況について

N

20



液状化現象とは

地下水

砂

①地下水で満たされたゆるい砂の地盤

②地震のゆれにより、砂の噛み合わせがはずれて
水の中に浮いた状態になる

③地震後、砂が詰まった状態になり、水や一部の砂が
地表へ噴出する

① ② ③

地震による揺れ等

21



清新町の被害状況

学校

公園

その他公共施設

道路

住宅被害

22

被害を受けた箇所の凡例



道路の被害状況

清新第二小学校周囲道路 道路延長 ： 約2km
道路面積 ： 約6000m2

噴砂 ： 約1500m3
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戸建住宅の被害状況

戸建住宅（清新町二丁目）
大規模半壊
半壊
一部損壊

： 4棟
： 5棟
： 3棟 計12棟

（り災証明申請結果による）
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集合住宅の被害状況

集合住宅（清新町二丁目）
地盤の沈下による
・ 給排水管の損傷
・ 外構の損傷
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学校や公園の被害状況

学校
公園
噴砂

： 3施設
： 3箇所
： 約500m3

清新第一中学校（清新町一丁目）
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その他公共施設の被害状況

清新町健康サポートセンター
（清新町一丁目） 公共施設 ： 2施設
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調査位置

葛西沖開発地域

荒

川
旧
江
戸
川

新左近川

４－２．地質調査結果について

N
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ボーリング調査

採取した土
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調査位置図

南北方向

ボーリング調査
清新第三保育園

清新第二小学校

過去のボーリング調査箇所
（小学校校庭）

傾いた住宅地
今回のボーリング調査箇所
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想定地質断面図（南北方向）

原地盤

地下水位(1.7m)
0

20

10

15

5

25

深さ(m)
今回のボーリング調査箇所

5.4m

7.6m

埋土部

過去のボーリング調査箇所

砂れき
シルト混じり砂
砂（埋土）
砂
シルト

れき質土

砂質土

シルト

砂質土

1.8m

ボーリング調査結果から、地下水位が高く、
埋土部が主に砂であることがわかる

北 南
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各地層の粒度分布

10075194.7520.850.250.0750.0050.001
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埋土部の砂と噴砂の粒度は概ね一致して
いる

埋土部

原地盤

シルト

砂れき

シルト混じり砂

砂（埋土）

砂
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地震後 地震前

実施日 2011年4月 1981年5月

深さ(m) 今回の調査箇所 清新第二小学校

砂
(埋土)

砂
(埋土)11

21

16

17

9

12

5.80

2.35

5

10

0

15

20

地震後についても地盤の状態が変わっていないと
考えられる

33
地震前後の地質調査結果について



埋土部の砂層に液状化が生じた
と考えられる

・地下水位が高い

・埋土部の砂は噴砂の粒度と概ね
一致している

調査結果

・埋土部は主に砂である

34

埋土部の砂と噴砂の粒度から

想定地質断面図から



５．北小岩一丁目東部地区の
地盤の状況について
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検討の流れ

測量 盛土設計

地盤改良設計

工程計画
（工期算定）

地質調査 解析
液状化の判定
沈下計算
盛土安定計算

対策工の検討

砂質土層・・・液状化する層か？
地震時の盛土の安定性は？
洪水時の盛土の安定性は？ 改良深度は？

改良幅は？

周辺施設設計

道路の構造は？
擁壁の構造は？

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

土量算定

測量

H20年度実施

粘性土層・・・どれだけ沈下するか？

H21年度実施
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ボーリング調査地点

調査箇所と結果

A’
A

B’
B

No.3

No.2

No.1

No.6 No.5 No.4

断面方向線

国道１４号（蔵前橋通り）
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国道14号側

JR総武線側

砂質土

砂質土

粘性土

砂質土

砂質土

粘性土

沖積土層：約１万年前以降に堆積した土層
洪積土層：約１万年以上前に堆積した土層

粘性土

粘性土

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

河川側 民家側

河川側 民家側

沖積土層

洪積土層

沖積土層

洪積土層



北小岩の地質断面図
39

江戸川
国
道
14
号

粘性土

砂質土

粘性土

砂質土9.9m

2.9m

2.8m
1.0m

液状化対象土層

【 液状化の可能性のある土層】

現地盤面から20ｍ以内の深さにある沖積砂質土層が液状化を生じる可能
性があります

▼地下水位

洪積土層

沖積土層

液状化の可能性のある土層は沖積砂質土層（Ａｓ層）です

1.0m



液状化の判定

液状化の判定は，対象土層の強度試験値，地表面からの深さ（上に
かかる重さ）や地下水位等により液状化抵抗率（ＦＬ値）を求めて行
います。

液状化抵抗率＝地盤の強さ／かかる力

式を示すと・・・
ＦＬ＝R／L

液状化抵抗率（FL値）が１．０以上であると液状化しないと判定し
ます。

40

【判定結果】
液状化抵抗率ＦＬ＝２．２２ ⇒ 液状化しないと判定

この地域の地盤特性としては，液状化対象層である沖積砂質土層
（As層）が比較的締まった状態であるため，液状化に対するせん断
強度が強い傾向にあることが挙げられます。



41
盛土に使用する材料

・粗粒土あるいは細粒土に属し、原則として特殊土に

属さないもの。

・コーン指数（ｑｃ）が、ｑｃ≧３９２ＫＮ／ｍ２

（４ｋｇｆ／ｃｍ２）を確保できるものであること。

・盛土材料の最大寸法は１００ｍｍまでとし、

粒径３７．５ｍｍ以上の混入率は４０％以下であること。

高規格堤防における
盛土材料選定基準の特徴
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盛土による液状化の抑制

▼地下水位

砂質土

砂質土

粘性土

砂質土

粘性土

表土 計画盛土

江戸川

国
道
14
号

さらなる液状化の抑制

原地盤に盛土が載ることで、液状化対象層上の地盤荷重が増
加する

液状化対象土層 2.8m沖積土層

洪積土層



Co
As

As

Co

Co

g

g

Co

Co

As

AsCo Co

g

Co

As Co CoAs

CoCo As

1:4.4

1:3.0

1:2.0

1:3.0

1:28.2

g

堤防
法線

盛土設計

NO.2

NO.2断面 （20m毎に断面図作成）
宅地造成ライン 高規格堤防基準ライン
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１．地盤解析の概要

高規格堤防とした場合の地盤の安定検討を行うために地質調査を実施し，
下記の解析を行いました。

解析断面位置

国道１４号（蔵前橋通り）

解析項目：①液状化の判定，②沈下解析，③すべり解析

地盤解析
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２．地盤の状況と解析条件

３階建て住宅を想定（直接基礎の限度）

江戸川
国
道
14
号

▼地下水位

砂質土(密な)

砂質土（中位）

粘性土(硬い)

砂質土(密な)

粘性土(軟らかい)

表土(軟らかい)

9.9m

2.9m

2.8m

1.0m

約4.8m
計画盛土
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沖積土層

洪積土層

1.0m



江戸川
国
道
14
号

計画盛土
約4.8m

約1.8m

【サーチャージ盛土】

先行して３階建て住宅相当の荷重をかけて、
あらかじめ沈下させることで建築時の沈下を
抑制する。

実際の盛土の工事では・・・
（サーチャージ盛土）
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３．沈下解析

▼地下水位

砂質土

砂質土

粘性土

砂質土

粘性土

表土
計画盛土

江戸川

国
道
14
号

３階建て住宅荷重分の盛土（サーチャージ盛土）

沈下解析は高規格堤防上に３階建て住宅が建築されたことを想定して，
解析を行います。

沈下対象となる土層は，Bc,Ac,As,Dc層とします。

沈下量＝土の空隙の減少率×土層厚

式を示すと・・・
（ｅ0‐ｅ1）

Sc ＝ 1+ｅ0         ×H

沈下量（ Sc）は地質調査による試
験値（圧密試験）等を用いて行いま
す。

沈下対象層
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沖積土層

洪積土層



最大沈下量=20cm

沈下が概ね落ち着く

沈下解析の結果

【解析結果】

３階建て住宅を想定した場合の最大沈下量は２０ｃｍ程度という結果
となりましたが、盛土完了時にはほぼ収束すると想定されます。

また、観測により収束を確認の後上面の整備を行います。

この地域の地盤特性としては，主な沈下対象層である沖積粘性土（Ac
層）の層厚が1.0ｍ程度と薄く，沈下量が小さい地盤であることが挙げ
られます。

沈
下
量

経過日数(日)

5cm

10cm

15cm

20cm

100 200 300

計画盛土・サーチャージ盛土施工期間 盛土沈下観測
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江戸川
国
道
14
号

計画盛土
約4.8m

約1.8m

サーチャージ盛土は沈下が落ち
着いた後に計画盛土以上の部
分を撤去

実際の盛土の工事では・・・
（サーチャージ盛土の撤去）
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４．すべり解析

安全率＝すべりに抵抗する力／すべろうとする力

式を示すと・・・
∑｛ｃ・ℓ＋ ｛(W－Ｕ0・ｂ)・cos α－kh・W・sinα ｝・tan φ｝

Ｆｓ＝ ∑（Ｗ・sin α+kh・W・Y/R）

▼地下水位

砂質土

砂質土
粘性土

砂質土

粘性土
表土 計画盛土

（３階建て住宅を想定）

江戸川

国
道
14
号

想定すべり破壊面

安全率（Ｆｓ）が１．２以上ですべり破
壊に対して安全と判定します。

すべり解析は地質調査による試験値（土の強度）等を用いて行い、安全
率（Ｆｓ）を求めて判定します。

W・khW

すべろうとする力

すべり面

R

抵抗する力
(φ,C)
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沖積土層

洪積土層



【解析結果】

Ｆｓ（最小安全率）＝２．５ ⇒ 安全

この地域の地盤特性としては，すべり破壊に対して比較的強度が低い

とされる沖積土層（Ac，As層）の層厚が薄く，すべり破壊が発生しに

くい地盤であることが挙げられます。

すべり解析の結果
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検討の流れ

測量 盛土設計

地盤改良設計

工程計画
（工期算定）

地質調査 解析
液状化の判定
沈下計算
盛土安定計算

対策工の検討

砂質土層・・・液状化する層か？
地震時の盛土の安定性は？
洪水時の盛土の安定性は？ 改良深度は？

改良幅は？

周辺施設設計

道路の構造は？
擁壁の構造は？

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

土量算定

測量

H20年度実施

粘性土層・・・どれだけ沈下するか？

H21年度実施

53



盛土の敷均し締め固めイメージ

ブルドーザーによる

敷均し締め固め

タイヤローラに

よる締め固め

ブルドーザー２１ｔ

タイヤローラ（８ｔ～２０ｔ）

締め固めの試験施工状況

ブルドーザー１５ｔ

１．５ｍ

タイヤローラに

よる締め固め

タイヤローラ（８ｔ～２０ｔ）

１．５ｍ
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工事内容と工事に要する期間

盛土工事：約１年（盛土期間は約８ヶ月）

サーチャージ撤去工事：約半年（観測期間含む）
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北小岩一丁目東部地区

第２０回 まちづくり懇談会

平成２５年１１月７日
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次 第

１．あいさつ

２．地質調査結果について

３．質疑応答

※次第２については国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所

からの説明となります。
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２．地質調査結果について

江戸川河川事務所
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１．地質調査について

4



地質調査目的

地域住民からの要望や江戸川区からの依頼をうけ
て、地質状況等の確認のため。

地質調査内容

ボーリング調査
地層構成、層厚の確認

土質試験に必要となるサンプルの採取

土質試験
採取したサンプルによる土質特性の確認

1.1 地質調査の目的と内容
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既往地質調査地点

A’

A

B’

B

No.3

No.2

No.1

No.6 No.5 No.4

地質確認断面

国道１４号（千葉街道）

既往地質調査資料確認地点

今回地質調査地点

No.7

No.8

1.2 地質調査箇所
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1.3 地質調査結果

本地区の想定地質断面図

Ａ－Ａ’

Ｂ－Ｂ’
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既往の想定断面

粘性土

砂質土

粘性土

約3m
約1m

洪積土層

沖積土層

江戸川 国道14号

1.3 地質調査結果
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江戸川 国道14号

沖積土層

洪積土層

砂質土(密な)

砂質土（緩い～中位）

粘性土(硬い)

砂質土(密な)

粘性土(軟らかい)
約3m

約1m

1.3 地質調査結果

【調査結果】

 軟弱な沖積粘土層（Ａｃ層）が途切れていることが確認できました。

 洪積層の位置が同等である事が確認できました。

今回の想定断面 9



２．地盤解析について
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地盤解析の目的

今回地質調査の結果を反映した盛土の安全性の確
認のため。

地盤解析の内容

液状化の判定

沈下解析

すべり解析

2.1 地盤解析の目的と内容

※ 今回の結果は現時点における解析値を記載しています。

11



2.2 解析条件

NO.1

宅地造成形状
NO.1断面

盛土形状 12



江戸川 国道14号

沖積土層

洪積土層

【サーチャージ盛土】

土地引渡後の家屋等の再建時に沈下による支障がな
いように、盛土による家屋相当の荷重をかけることにより
あらかじめ沈下を収束させておく。

2.2 解析条件

荷重条件：３階建て住宅を想定 13



液状化の判定は，対象土層の強度試験値，現地盤面からの深さ（上にかか
る重さ）や地下水位等により液状化抵抗率（ＦＬ値）を求めて行います。

液状化抵抗率が１．０以下の土層については液状化するとみなします。

2.3 検討結果（液状化）

対象土層
液状化抵抗率

摘要
従前 No.7 No.8

Ａｓ 2.02※ 1.95 1.98 土質試験結果による算出

液状化抵抗率 ＝ 液状化に抵抗する強さ ／ 液状化を発生させる力

※従前の値は、宅地部の地盤高と同条件で算出した結果を記載しております。

【解析結果】

液状化抵抗率（ＦＬ） ＞ １．０

 「液状化するとみなす土層」ではないことが確認できました。
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江戸川 国道14号

沖積土層

洪積土層

地盤状況、盛土厚を考慮した各断面において解析を実施しました。

① ② ③ ④

2.3 検討結果（沈下）
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0

5

10

15

20

0 100 200 300
沈
下
量
(
cm)

経過日数(日)

最大沈下量=約20cm

【解析結果】

 最大沈下量は約２０ｃｍであり、盛土後は、ほぼ沈下が落ち着くことが
確認できました。

最も厳しい条件（盛土高さが最大）での解析結果【②地点】

2.3 検討結果（沈下）

0

5

10

15

20

0 100 200 300

沈
下
量
(
cm)

最大沈下量=約20cm

盛土施工期間

従前

今回
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江戸川 国道14号

想定すべり破壊面

安全率（Ｆｓ）が１．２以上で
すべり破壊に対する対策は不要と判定します。

すべり解析は、地質調査による土の強度等を用いて、河川の水位及び地
震動の条件を与え安全率（Ｆｓ）を求めて判定します。

W・khW

すべろうとする力

すべり面

R

抵抗する力

沖積土層

洪積土層

安全率（Ｆｓ） ＝ すべりに抵抗する力 ／ すべろうとする力

2.3 検討結果（すべり）
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すべり破壊に対する安全性

○河川水位及び降雨による堤防への浸透や、外力（上載荷重、地震）を

考慮したすべり解析を実施

最小安全率（Ｆｓ）

従前解析結果 今回解析結果

２．６４ ２．８６

2.3 検討結果（すべり）

【解析結果】

最小安全率（Ｆｓ） ≧ １．２

 すべり対策が不要であることが確認できました。

最も小さい安全率となった解析結果
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